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●売上高、対前年5%増となった。

●営業利益、経常利益とも対前年比2倍程度となった。

●ドル、ユーロとも対前年比で円高が進行した。
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●海外売上高比は、前年同期と同じく79%となった。

●中国は需要減少により対前年比84%となったが、新興国市場であるアジア
大洋州でその落ちをカバーし、米州をはじめとする先進国市場でも対前年比
で増加となった。
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●中国の売上減少や円高の影響があるも、利益率の高い部品販売、サービ
ス売上の増加および資材費の低減により、営業利益率が2.1%改善した。
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●中国のリーシングで支払利息が増えたことにより、金融収支が△6億円と
なった。
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●経常利益77億円 対前年比36億円の増益となった。

●為替の影響や間接費の増があるも、売上増や資材費の低減および製品構
成差（部品販売、サービス売上増）等により、大幅に増益となった。
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資産合計で前年度末より51億円増加となった。

●現金及び預金は、21億円増加となった。

●中国での売上減等により｢受手・売掛金｣及び｢ﾘｰｽ債権・ﾘｰｽ投資資産｣
合わせ222億円減少となった。

●棚卸資産は、中国の売上減少および日本での増産対応により、325億円
増加となった。

●手持日数は、対前年末では若干悪化するも、対前年同期比では大幅改善
している。
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●中国の需要を対前年比3%減少と想定し、11年度の油圧ショベルの世界
需要は、前回見通比18千台減の245千台と想定している。

●当社グループのマーケットシェアが高い北米、インド、ロシアCIS地域の需要
は、対前年で大幅に増加すると想定している。
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●年度の売上高は、中国の売上減少分を販売好調な他地域へ振り向ける。従い、
前回予想通り。

●年度の利益面は、資材費と間接費の一層の低減を実施、また円高の影響も考慮
し、現時点では前回予想通り。

●配当については、年間30円を予定している。
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●海外売上高比率は、中国の売上減により、対前回予想比2ポイントダウンの79%
となる見込みである。

●売上高は、中国の売上減少分を販売好調な他地域へ振り向け、現時点では前回
予想通り。
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●経常利益560億円 対前年比141億円の増益となる見通しである。

●為替の影響や売上増に伴う間接費の増加があるも、売上増および売価
アップにより増益となる見通しである。

●前回予想に対しては、資材費と間接費の一層の低減を実施し、経常利益
560億円を確保する。
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